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取得のための取り組み

認証取得の効果

営業戦略への展開

外部にも通用する標準化への取り組み

印刷が一定であることの重要性

認証取得の準備

品質管理としての活用方法
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外部にも通用する標準化への取組みPoint 1
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取得のための取り組み
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認証取得の準備

（準備内容、会社の体制、苦労した点）

Point 2



取得のための取り組み
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印刷物の安定Point 3

印刷現場の環境

湿度・温度が一定であることが前提

印刷機のメンテナンス状況

毎日見ているところ
毎週見ているところ
月に見ているところ

それらがルール化されているか
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濃度
コントラスト

グレーバランス

トラッピング

ドットゲイン

ローランド700型印刷機

分光式色調管理装置

JAPAN COLOR印刷の変動要素Point 4



印刷機の問題点

・印刷機側制御は濃度、分光に関わらず制御は壷キー

の調整のみ

・ドットゲイン量は濃度管理で測定できる

・ドットゲイン量は印刷機側で調整できる

・ベタ濃度管理の場合、見当・色合わせが同時に行える

が、グレーを基準とする分光式管理の場合では、グレ

ーパッチの見当が合った時点ではじめて色合わせを行

う事ができる。

印刷機にできること

Point 5

取得のための取り組み
Solution-005
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点



基準濃度が決まっているか
一日ごとに

Solution-005

SHINKOUSHA.CO.JP

問
題
点
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Point  6

■オフセット印刷機では、インキ膜厚の増減でしか色を再現できない！

■ベタパッチの特徴

当社のベタ濃度

墨・・・・・１．８５

藍・・・・・１．６０

赤・・・・・１．５０

黄・・・・・１．３５

・濃度管理

・色差管理
が主流です現在は

スタンダードのベタ濃度

校正刷りのベタ濃度

ＯＫシートのベタ濃度

ジャパンカラーに準拠したベタ濃度

取得のための取り組み



濃度管理の活用方法
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・インキ濃度が飽和状態に至るまでは、濃度とイ

ンキフィルムの厚みはほぼ直線状になります。

・したがって、壷キーの開度ともまた直線的な関

係になります

・また、反射光測定のため、ドットゲイン量も正確

に測定することができます

取得のための取り組み
Solution-005

Point 7



最適の測色管理

Solution-005
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・サンプルと本刷りに使用される印刷インキ

が異なった顔料で印刷されている

・サンプルに使用されている用紙と本刷りの

用紙が異なっている

・インキが他のユニットのインキにより汚濁

されている

色管理の考え方

分光が有利

校正と本機を合わせる

・同じ用紙で印刷している

・同じインキで印刷している

・ドットゲインを監視したい

・ドライダウンの影響を除去したい

・トラッピングを監視したい

濃度が有利

印刷条件を合わせる

したがって、初版の色合わせおよび調肉は分光を利用し、印刷が始まった後、また
は再版は濃度で管理すべきである

Point 8

取得のための取り組み



認証取得の効果
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印刷物の安定性

現場モラル・士気の向上

印刷が一定であることの重要性



カラーマッチング
(他社ＣｔＰ／ＲＩＰｼｽﾃﾑ)

ﾌﾟﾚｰﾄｾｯﾀｰ
PT-R8600

ｶﾗｰﾏﾈｰｼﾞ
ﾒﾝﾄｿﾌﾄ

分光式色調管理装置

PDF Polisher Pro

JAPAN COLOR

ＡＭｽｸﾘｰﾝ

ＦＭスクリーン

カラーバー

ドットゲイン補正されたプレート

(Trueflowneｼｽﾃﾑ)

デジタルコンセンサス プルーフ
モニタープルーフ

PDF X1a

Solution-005
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印刷物の安定性
• ＣＣＩシステムとは ＣＣＩはＣｏｍｕｔｅｒ Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ Ｉｎｋｉｎｇ
• コントロールストリップを自走式濃度計が読み取ります
• 濃度は？

• 濃度を利用した数値管理（インキ膜厚管理）

• 設定基準濃度との差を自動制御

• プロセス4色を制御するには最適（商業印刷）

色を見ているのではない！！

インキの紙面上の膜厚を計測している

Solution-005

SHINKOUSHA.CO.JP

問
題
点



品質が安定していること
いつでもどこでも一定の品質

Solution-005

SHINKOUSHA.CO.JP

問
題
点印刷物が一定であることの重要性
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Point 3

ユニット

スライダー番号
各スライダー毎の
データを表示

80％ドットゲイン量87％／40％ドットゲイン量57％

設定基準濃度



当社の生産システム
(WinDTP）

(MacDTP)

(Polished Color Server
ｼｽﾃﾑ)

Multistudio

LabProofSE

ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄﾌﾟﾘﾝﾀｰ
MAXART

PX-H10000

Digital 
Konsensus

ｲﾒｰｼﾞｾｯﾀｰ
DT-R6120

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ検版機
Proof Eye Me

ﾌﾟﾚｰﾄｾｯﾀｰ
PT-R８８００Z
HighResolution

(CTPｼｽﾃﾑ)

殖版ソフト
FlatWorker

CIP４

ローランド700型印刷機

断裁加工や折り加工

CIP４

(Trueflowneｼｽﾃﾑ)

Trueflowne
高速化エンジン

Flat Runner

PDF Polisher Pro

外注印刷会社

Aｶﾗｰ
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印刷物のチェック
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ではどのように管理すればよいのでしょうか:

(１)でベタ濃度とドットゲインを測定（定期的）

Point 2

(２)プロセスカラー⊿E評価（定期的）



管理された工場にするには

品質管理装置付きの印刷機にするStep 3

全ての印刷機を同じサイズ同じメーカーに統一にするStep 1

全自動化された印刷機にするStep 2

Solution-005

SHINKOUSHA.CO.JP

問
題
点
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印刷工場のフルデジタル化
Solution-005

SHINKOUSHA.CO.JP

問
題
点

刷版工程まで完全デジタル化するStept 4

ネットワーク



ジャパンカラー導入の意義
Solution-005
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■ 切り替え時間の短縮、切り替え工程を減らします

■ 色変化の素早い認識と補正

■ 印刷時間と材料代の削減

■ 信頼性の高い再現可能な生産を実現

■ 品質の数値管理

■ 顧客満足度の上昇



営業戦略への展開
Solution-005

SHINKOUSHA.CO.JP

問
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高付加価値の転換を図るStep 3

新規顧客獲得のツールとして活用Step 1

標準印刷認証取得をステップとしてマッチング
認証取得

Step 2



品質管理としての活用法
Solution-005

SHINKOUSHA.CO.JP

問
題
点

旧環境

新世代ＤＴＰ

ＰＤＦ/X

MIS
JDF

収益改善

ＰＤＦワークフローへの以降

ＪＤＦワークフロウ

利益率

現在

効率性

★コンテンツクリエート

→高顧客満足度

→高品質/短納期/低コスト

デジタル色校正

★プロセスオートメーション

レスプルーフワークフロウ

平台色校正



クライアント・製作 製版・印刷
印刷条件を反映（総インキ量、シャープネスなど）して、レシピを調整

CMSでﾌﾟﾘﾝﾄ出力結果を共有

Aカラー

(MacDTP)

(WindowsDTP)

カラープリンター

(Trueflow３ｼｽﾃﾑ)

印刷機

PDF
（CMYK)

画像に制作意図を反映した
レシピを割り当てる

ﾃﾞｻﾞｲﾝ制作
カラープリンター

カラープリンター出力で
プレプルーフ確認

（印刷結果のしみレーションが可能）

レシピ付き
ＰＤＦ
（ＲＧＢ）

ＰＤＦ
（ＣＭＹＫ）

プルーフ出力を印刷見本
として使用

Polished Color Server

レシピ付き ＲＧＢ・ＹＭＣＫ変換

デジタルコンセンサス

ﾌﾟﾚｰﾄｾｯﾀｰ
PT-R8600

ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄﾌﾟﾘﾝﾀｰ
MAXART
PX10000

デジタル色校正
Solution-005

SHINKOUSHA.CO.JP
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レシピって？
「素材（ＲＧＢ）をお好みに合わせてどう料理（ＣＭＹＫ）変換情報を料理にちなんでレシピと

呼びます。
レシピには変換テーブルやキーワードなどの情報だすべて含まれており、全く別のマシン

上のからも同じシミレーションを再現し確認・共有できます。



レスプルーフワークフロウ
Solution-005
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クライアント・製作

(MacDTP)

(WindowsDTP)

カラープリンター

PDF
（CMYK)

画像に制作意図を反映した
レシピを割り当てる

ﾃﾞｻﾞｲﾝ制作

カラープリンター出力で
プレプルーフ確認

（印刷結果のみレーションが可能）

レシピ付き
ＰＤＦ
（ＲＧＢ）

リモートプルーフ

インターネット

検索

ｻｰﾊﾞｰ

製版・印刷

Polished Color Server

モニタープルーフ



ＪＤＦワークフロウ
Solution-005

SHINKOUSHA.CO.JP

問
題
点

PPF:Print Production Format
AMPAC:Architecture Model and control PArameter Coding for process and workflow
CIP3/CIP4:Cooperation for integration of Processes in Prepress Press Postpress
JDF:job Definitino Format
MIS:Management information System
CIM:Computer lntegrated Manufacturing
XML:eXtensible Markup language



ありがとうございます

ＪＯＢの作成 進行管理 遠隔機械ﾌﾟﾘｾｯﾄ カラーマネージメント

Solution-005

SHINKOUSHA.CO.JP

問
題
点


